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準備委員会で「平成 30年度港地域ささえあい講座」体制確立，いよいよ START！ 

港地域づくり推進会（港第 14・23自治会）が，平成 28年度に初めて開講した

「港地域ささえあい講座」．平成 29年度は，全 4回の講座に若い世代も加わり

延べ 264 名が参加して開催し，「報告書」（河野委員中心に編集，150 部発行）

にまとめることが出来た．「平成 30年度港地域ささえあい講準備委員会」が 4

月 18日に開かれ，現在までに 25名が賛同し実行委員会組織のもと，9月 8日

開講，第 2回（10月 8日），第 3回（11月 10日），第 4回（12月 8日）（い

ずれも土曜日 13:30～16:00）に向け現在準備中．今年度の特色は，「協働型実

行委員会としての機能」「楽しく学ぶアイスブレイクの工夫」「プロセス重視，

振り返り学習」「新たに IT導入の啓発」「わかる・参画する福祉」「“実践”をキーワード」「社会資源，管内の福

祉施設との連携」「教育と福祉の融合，公民館の機能の多様化」「ワークショップ」で港地域を盛り上げる」「世

代を越えて学び合う 地域総合的な学習」「実行委員会も生活支援研究」． 

今年度の講座の財源確保は「焼津市公益活動事業」を申請 

 平成 28 年度は，「赤い羽根共同募金地域福祉促進事業」，平成 29 年度は「静岡県コミュニティづくり推進協

議会主催：コミュニティ活動集団助成事業（2年間）」の尊い公的助成金をいただき運営できた． 

 平成 30年度は，「焼津市公益活動事業・地縁事業部門」に応募し，5月書類審査に合格，6月 9日にプレゼン

テーションに臨み，ここに助成決定をいただいた． 

管内 13の介護事業所関係者との意見交換会から「専門性と視認性の融合」めざし 

安心して暮らせる港地域づくりに，更なる“ささえあい講座”充実へ！ 
 予て，介護事業所から，ここに，事業所の説明の機会を持っていただけないかと，町内会長に相談があった．

こうした相談を踏まえ，平成 29年度講座の総括実行委員会において議論を進めてきた． 

 管内に，どのような種別の介護事業所がどの程度あるのか，今，施設機能はどうなっているのか等，介護保険

制度が導入されて 18年経過をしている今日，そろそろ住民としても，知る時期を迎えていると共に，もっと身

近に福祉施設を理解し，地元密着で努力されている福祉施設の存在と共に，利用者やそのご家族の身に待って献

身的に介護職に従事されている職員の姿に接して，真の介護のあり方を学び合う「地域総合型学習」をこの講座

の企画に組み入れることの必要性を確認した．改めて，4月 18日に開催した「平成 30年度港地域ささえあい講

座準備委員会」において，具体的な取り組みを検討してきた． 

 事務局の精力的な取り組みにより，管内 13の介護事業所に「意見交換会開催」の文書と，昨年度の「報告書」

を持って訪問し，13 箇所全ての事業所の賛同を得て，「管内 13 の介護事業所関係者との意見交換会」の開催が

実現できた．当日は，実行委員会から，平田，渡邉，大澤，平山の各委員と事務局が参加し， 

(1) 開催の趣旨説明，港地域づくり推進会（市民性）を融合し，地域課題改善・解決を探る 

(2) 「港地域づくり推進会」組織の説明 

(3) 「港地域ささえあい講座」の誕生とこれまでの経緯説明 

(4) 出席者自己紹介 

(5) 今後に向けた取り組みとして，「実行委員会への参画」「講座期間中の各事業所見学研修受け入れ」「講

座テキストに各事業所紹介掲載」「講座会場に各事業所紹介パネル展示」…etc. 

を協議した．当日は，「焼津市公益活動事業申請書」が書類審査合格し，6 月 9 日の「プレゼンテーション」の

ために作成した「PowerPoint」（河野委員作成）をデモンストレーションとして紹介した． 

 

 

 

 

 

平成 30 年 6 月 30 日（土）発行 

港 地 域 さ さ え あ い 講 座 通 信 第 1 号 
今こそ，あなたの地域デビューの時ホッとする，つながる・ささえあう港地域づくりをめざして 
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03/22 港地域づくり推進会（事務局：港公民館）と，平成 29年度の総括成果を踏まえ，次年度に向けた準備 

（実行委員打診，福祉事業所対応，報告書発行，財源確保：助成事業開拓等）についての意見交換 

03/30 ふじのくに未来財団助成事業打診 本日までに，実行委員同意 13名 

04/01 県コミュニティづくり推進協議会に，2年目の助成事業の展開（報告書作成）について報告 

04/06 港地域づくり推進会会長等の確認 新田バンドへの打診 実行委員打診状況確認 

04/09 港・小川悪中学校校長様との意見交換 正との講座参加呼び掛け 

04/11 実行委員打診状況（現在 21名） 

04/13 港公民館との連絡調整（管内 13の福祉施設一覧表作成について） 

04/14 「平成 29年度港地域ささえあい講座報告書」校正作業完了し，配布計画に基づき配布作業準備 

焼津市市民公益活動事業説明会出席（平田） 港公民館との連絡調整（4/18対応）マスコミ対応 

04/15 港第 14自治会総会会場に，「港地域ささえあい講座」写真パネルを掲示 

04/18 ふじのくに未来財団との意見交換 準備委員会（20名参加） 

04/24 港・小川各中学校を訪問し，教頭様に「報告書」を提示しながら，今年度の講座の協力（実行委員会へ

の参画，講座受講）を説明する．静清信用金庫石津支店及び焼津信用金庫石津支店を訪問し「報告書」

を提示しながら，講座の協力（実行委員会への参画，講座受講）を説明する（各次長様対応） 改めて，

具体的な資料を基に要請することとした 

04/27 平成 30年度 港地域づくり推進会役員会開催（関係者に「報告書」配布） 

05/01 港公民館との連絡調整（焼津市公益事業申請手続きとプレゼン準備） 

05/08 「平成 30年度 港地域ささえあい講座開催要項」作成 

05/13 港公民館との連絡調整（河野委員作成のプレゼン用 PPT概要説明） 

05/15 焼津市公益事業申請書提出準備 5/17港地域づくり推進会総会会場への「写真展示」準備作業 

05/17 港地域づくり推進会総会会場に「平成 29年度ささえあい講座写真パネル」展示 

05/18 焼津市公益事業申請書提出 6/9プレゼンは，渡辺氏，大澤氏出席確認 

05/24 6/9プレゼンに関する連絡調整（書面合格）／静岡福祉文化を考える会役員会で報告 講座協力承認 

05/29 第 1回 管内介護事業所関係者意見交換会開催／13箇所中，12箇所より 13名出席 

05/31 港公民館との連絡調整（施設関係実行委員 2名出席確認） 

06/01 港公民館との連絡調整 

➢ 実行委員会委員（現在 24名） 

➢ 講座期間中「平成 29年度講座写真パネル展示」「管内介護事業所紹介パネル展示」 

➢ 講座テキストに，「管内介護事業所紹介ページ」組み入れる検討 

➢ 今年度の実行委員会では，「ワークショップ」（生活支援研究）を導入 

➢ 管内介護事業所の体験見学研修を講座開催期間中に実施 

➢ 5/29介護事業所関係者意見交換会議事録確認 

➢ 6/9プレゼン最終確認 

➢ 第 1回情報開示部会の開催を 6/12 19:00開催確認 

06/03 港公民館と講座に関する連絡調整 

06/06 6/9焼津市公益事業審査会（プレゼン）事前打合せ会開催 

06/07 静岡県コミュニティづくり推進協議会に，今年度の講座の取り組み状況を報告する 

06/09 平成 30年度焼津市公益事業審査会（プレゼン）出席（渡邊氏，大澤氏，谷澤氏） 

06/12 第 1回情報開示部会開催（出席 8名） 

06/14 小川の教育を語る会において，中学生の社会参加，保護者や教員の地域との関わりに関して「港地域さ

さえあい講座」を説明し，協力と参加を呼びかける 

06/22 港第 14自治会広報誌第 13号発行（講座関連記事掲載） マスコミ対応 

港中学校，小川中学校，焼津市信用金庫石津支店，静清信用金庫石津支店にそれぞれ出向き実行委員会

への参画及び講座受講呼びかけの依頼をする 

06/25 港第 14自治会長会会長会議にて，経過報告と参加呼び掛け 

06/27 第 1回実行委員会に関する関連資料提示（印刷準備） 

06/30 第 1回実行委員会開催 

平成 30 年度 港地域ささえあい講座プロセス（03/22～06/30） 


